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　保育現場を知らない学生にとって「教育・保育課程論」という授業は，ネーミング自体なじみが薄く，初めか

ら難しそうと抵抗を示す．保育内容の教科との関連も大きく，さらに実習で保育をするにあたって，この教科を

理解しておくことは必要不可欠である．

　難しそうというイメージをなくし，興味・関心を高めながら主体的に授業に参加してもらうためには，指導の

工夫が必要である．授業後の学生による振り返りから，より理解度を高めるための授業方法を考える．
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教育・保育課程論の授業方法を考える

－学生の振り返りをもとに－

1．はじめに

　教育・保育課程論という授業は，学生には難しいと

いうイメージを持たれている．保育者を目指す学生に

とって，授業で学ぶ内容はすぐにでも保育現場で役立

つものを期待している．折り紙を使った製作や体を動

かす運動遊び，ピアノを弾きながら歌ったり踊ったり

というアクティブなものへの興味・関心が高い．確か

に実習で子どもの前に立てば，それらの遊びが即，役

に立つ．そのため保育内容に関する演習系の授業には

積極的に出席するものの，講義中心で保育の基本を学

ぶ授業に対しては消極的であり，免許取得のための単

位に必要だからという考えが大きい．

　そこで，学生が主体的に授業に参加し，より一層教

育・保育課程論への理解を深めることができるように，

授業での指導方法を考えていきたい．そのことが結果

的には，保育実習に必要な知識を求めようとする姿勢

につながり，保育者になろうとする思いを支えていく

ものと考える．

2．教育・保育課程論について

2-1．学生による教育・保育課程論のイメージ

　教育・保育課程論は，保育の基本について広く学ぶ

授業として位置付けている．保育士養成校として，保

育所，幼稚園，施設等に就職することを念頭に保育に

ついての学びを深め，実習にも役立つよう授業を進め

ている．しかし保育者を目指す学生とは言え，教育・

保育課程論というネーミングは難しく受け止められて

いる．高校の保育系の学科から進学した学生もかなり

いるが，実際に教育課程や保育課程を目にしたことの

ある学生は，この授業開始時には数少ない．さらに授

業のイメージを尋ねると教科名を聞いただけで「難し

そう」という感想がほとんどである．授業開始時であ

るにもかかわらず「やる気がそがれる」「もう終わっ

た～」という表現で抵抗を示す学生も数名いた．

　この授業では，保育の基本として教育課程や保育課

程が大切なものであるかを理解させる以前に，いかに

保育現場や実習に対して役に立つ内容であるかを実感

させ，目的意識を持って主体的に授業に出席させるか

ということを一番に考え指導を行った．
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2-2．シラバスに示す授業内容

　一人一人の育ちを保障する保育とは何かを学び，保

育における計画の必要性について理解する．さらに，

教育および保育課程の意義とその編成方法について，

実践を想定した指導計画の作成を通して，その基本を

理解することを到達目標としている．

　以下のような内容で授業を進めている．

　・ 乳幼児の生活を充実させ，発達を促すための保育

やその基本となる教育課程や保育課程とはどのよ

うなものかを学ぶ．

　・ 15 回の授業構成として，保育の基本から始まり，

幼児教育の変遷に伴う教育・保育課程の意義や歴

史，最後に見直しとして評価と改善までである．

　具体的な方法として

　・ 指導計画作成について，理解と実践の面からアプ

ローチしていく．

　・ 幼児の発達段階に応じた指導計画の実際について

は，演習やグループワークを組み込んでいる．

2-3．教育・保育課程論の取り組みの難しさ

 （１）授業の時期

　一年生の後期（９月～２月）の授業である．９月に

５日間，付属幼稚園において初めての実習（観察実習）

を済ませた学生が対象である．

 （２）教育・保育課程論に対する学生の意識

　授業の終わりに教育課程及び保育課程に対する思い

を学生に記述してもらった．そのことから推察される

実状は以下の通りである．

　・ 付属幼稚園の実習では，観察実習が主であるが部

分実習を行う機会もあるため指導案を作成してい

る．しかし単発的な遊びを取り上げた学生が多く，

ほとんどの学生は教育課程との関連を考えていな

い．指導案を書く時に教育要領はもちろん教育課

程や指導計画を参考にしたという答えは，皆無に

近い．

　・ 実習の振り返りでは，「指導計画とのつながりが

分からない」とか，「指導案の書き方が難しかった」

「記録が書けない」という声がたくさん聞かれた．

　　 はっきり「子どもと遊ぶことは楽しいが，教育課

程など難しいものを見ながら，指導案を書くこと

は嫌だ」と言う学生が少なくない．

　・ 様々な教育課程（保育課程）について授業で講義

するが，教育要領（保育指針）から長期・短期の

教育課程（保育課程）がつながっているという流

れがなかなか理解できていない．さらに，園の教

育方針によっても教育課程が異なってくるという

現状に大変さを示している．

　・ ２年生の実習状況についてもほとんど同様であり，

実習園で指導計画を見せてもらったとか，指導案

を立てる参考にしたという学生はわずかだった．

これについては各園の実情にもよるが，実習生を

受け入れる現場でも，教育課程や保育課程の重要

性を感じていない園があるということも課題であ

る．

2-3．授業の改善に向けて

　保育現場をあまり知らない学生に，教育・保育課程

論を講義しても，保育の基本だという重要性や位置付

けが理解できるだろうか？実習に行った時に役に立つ

知識として身に付いているだろうか？はっきり言って

総論的な内容であるこの授業は，学生にとってはとっ

つきにくくおもしろいものではないだろう．筆者も学

生時代に学んで，保育との関連性を見い出せなかった

思いが強い．本当に教育・保育課程の大切さを実感し

たのは，保育現場で試行錯誤をしながら保育実践をし

てからである．そこで，授業内容が机上の空論となら

ないように指導方法を工夫する必要がある．つまり，

学生にとって主体的に学びを深めさせる内容であり，

保育の基本を身に付けたり，重要性に気付いたりさせ

ることが大切である．

　学生の最終目標は，保育者になることである．保育

者の資質として，時代や社会の流れに対応でき，様々

な出来事に対して問題解決する力が求められる．ただ

子どもが好きというだけでは通用しない．保護者や職

場内でのコミュニケーション能力や協同性も必要と

なってくる．これらの能力は素質も必要だが，様々な

体験を通した日々の積み重ねで豊かなものになると言

えるだろう．そこで授業も一方的に知識を伝授するば

かりではなく，将来の保育者としての学生に対して人

間的な資質を高めるような方法が必要だと考える．

3．指導方法の工夫について

　興味・関心をもって授業に臨み，授業内容を深く自

分のものとして身に付けていくかを指導の目標にした．

そのためには，いかに実習や自分の幼児期体験とかみ

合わせていくかがポイントであり，それにつながる保

育内容や遊びの要素が教育・保育課程に対しての理解
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を深めていくことになると思う．幼児教育の現場をイ

メージすることが難しい学生に対して，一方的な知識

の伝授では何も残らず退屈に過ぎないということを念

頭に置き，授業を行った．

　指導方法の工夫にあたり，以下のことを踏まえより

深みのある授業を目指した．

3-1．能動的学習

　これについては，本学のシラバスにもアクティブ・

ラーニングとして明記することが求められている．大

学に限ったことではなく，能動的に学習に参加し，受

動的学習から能動的学びへの質的転換を図る方策は，

これからの授業の効果的な方法として推奨されてきて

いる．（2012．中教審）これは将来，保育者としてやっ

ていくために，主体的に活動したり，自分の思いを様々

な方法で表現したり，仲間と協力しながら課題を解決

していくというような保育者に必要な力を付けるため

にも有効な方法である．

　教育・保育課程論の授業の中では教科書を使用する

が，時間内に重点を教授するためにはポイントをレ

ジュメで示すようにしている．その中に必ず学生が能

動的に参加できるような箇所を入れるようにした．例

えば５領域に関心をもたせるためには，内容を伝える

だけでなく，考えを広げていくレジュメ構成にして考

えさせるようにした．また，幼児の問題行動に対する

保育者の配慮すべき点を考えるという場面では，一人

で考えるだけでなく小集団で意見交換することで理解

を深めていくようにしている．

3-2．他の教科との関連

　他の教科内容とのリンクを考えた授業構成である．

特に保育内容に関する領域は，教育課程・保育課程と

は切り離すことができない．他の授業で習ったことが，

教育課程・保育課程の中でどのように位置付けされて

いるかを知ることで，互いの授業は生きたものになる

だろう．

　教える側の立場としても，できる限り他の教科で学

生がどのような事を学んでいるか知るように努めてい

る．時には一緒に受講し，学生の目線で考えて授業を

進めている．そのため「～先生の授業でも同じ内容が

あった．それほど大切な箇所なんだ」「前の授業から

続いて，関連付けて教育・保育課程論について考えら

れるので，すっと授業の内容が頭に入ってきた．内容

がつながっていることが理解できた」という学生の感

想を共感的に受け止めることができ，学びを深めるこ

とになっていると感じた．

3-3．実習をふまえて

　養成校の学生が一番主体的に学ぶ場は，実習だろ

う．対象の１年生は５日間の観察実習後の授業である

が，再履修の２年生の振り返りに「子どもの姿を読み

取るという領域で ･･･ 自分が考えていた事や話し合っ

て出てきた考察は，実習の経験が活かせていると感じ

た．１年の時に聞いた話でも，実習をして本物の子ど

もの姿を見た後では，この授業は別の見方や聞き方が

できた」とある．いかに保育現場をイメージしながら

授業に参加することが，教育・保育課程への興味・関

心を高め，主体的に授業に取り組むことにつながって

いるかが推測できる．

4．実践

　３にあげたような視点で改善を行ってきた．以下に，

具体的な実践の事例を学生の振り返りのコメントを含

めて紹介する．

4-1．授業ごとに振り返りを行う

　毎回授業の終わりに，振り返り（感想，質問など）

を記述させた．そのことで授業内容に対する学生の理

解度が確認できた．さらに，学生の疑問には必ず全員

の前で返答するようにした．このことにより，受動的

参加であったり疑問を持たない学生にも気付きの目を

育てることになったと思う．

4-2．偶然性を生かす（内容との関連づけ）

　窓の外に付属幼稚園の子どもたちがわんぱく祭りの

リズムの練習をしている姿が見える．授業で部屋に入

る前に，学生たちは気付いていたはずである．ちょう

教育・保育課程論の授業方法を考える

－学生の振り返りをもとに－

　毎回，授業の最後に質問や感想を書く時間があり，

他の人の質問を聞くことで，自分が気付かなかった

ことが分かり，それをみんなで共有できた．

　Ｑ＆Ａにも，きちんと答えてもらいました．友達

の質問であっても，他の人はこんなことに気付いて

いたのかと発見でした．いい勉強になりました．

　15 回の授業，毎回振り返りを書くことで，書く

力がついたような気がします．考えをまとめて書く

ことは，保育の記録を書く訓練になると思う．
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どこの日の授業内容は，指導計画の構成（保育内容を

とらえる視点として５領域との関連，環境などのとら

え方）であったため，付属幼稚園の子どもたちの様子

をまず観察するように声をかけ，活動に照らし合わせ

ながら５領域についての説明を行った．

4-3．授業の内容を体験する

　理論が頭に入ってこないのは，内容がイメージでき

ないからだと思い，適宜授業の中に遊びの要素を取り

入れ，実際に体験させることにした．実習を控えた学

生にとっては，教材研究も喫緊の課題である．90 分

の授業で集中力が途切れそうになった時に簡単な遊び

を行い，理論と結び付けていったが，特に絵本や手遊

びは学生にも好評だった．もちろん教育・保育課程論

では，教材研究を行うことが目的ではない．しかし発

達段階を考えた遊びや季節にあった遊びは，指導計画

をとらえる上で実際に体験してみることが一番理解し

やすい．子どもの気持ちや保育者の立場を考えながら

授業を進めることは，保育者になることへの思いを高

めることになったのではないだろうか．

5．結果と考察

　15 回の授業終了後に，以下の４つの質問事項に答

えるという方法で，学生自身の授業参加度・授業内容

の理解度を振り返らせた．これは，授業者への評価を

問う意味もある．

　① 　授業に対しての理解度や達成度および参加度の

総合点を５点満点で表現

　②　分かりやすかったところ
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　講義前に見たわんぱく祭りの練習では，かわいい

なぁとしか思っておらず，なんで見るんだろうと不

思議でした．しかし，先生のプリントを読んだり

聞いたりすると確かにあの活動には５領域の要素が

入っているんだと理解できました．一つの活動には

５領域の中の一つだけが入っているんだと思い込ん

でいたのですが，バランスよくすべて入っていると

発見でした．

　５領域を実際に自分の目で見て，学ぶことができ

て勉強になりました．考える時にイメージが高まっ

てきます．

　正直，練習の姿は見てかわいい，楽しそうとしか

思いませんでした．しかし，先生の説明で本当に５

領域が全部ある！とびっくりして，なんだか分かっ

たことがうれしかったです．

　日頃から子どもたちの観察をするときには，５領域

を意識しながら見ていくことが大切だと思いました．

　教育の中で，５領域は深く結び付いていることが

今日の講義で改めて分かりました．これから実習に

行くと，見つけるだけでなく遊びを作っていく立場

になるので，どう５領域が成り立っているかしっか

り観察して学んでいきたい．

　この講義を受ける前に窓の外を見て，子どもたち

が踊っているのを「かわいい～」で終わっていたけ

れど，５領域に注目してもう一度見るとたくさんの

ことが発見できました．視点を変えてみると，こん

なにも感じるものがあるのだなと思いました．

　日々の生活の中は，５領域に関係していることだ

らけだと思いました．その場面場面での関連につい

ては，幼稚園教育要領や教育課程をしっかり理解し

なくてはならないと改めて感じました．

　子どもを観察する時に，普段５領域を気にせず，

ただ見ていただけだったから，今日は先生から質問

されてすぐに答えることができませんでした．自分

が思っているより５領域を理解できていないと反省

しました．

　前期の授業で５領域については習ったけれど，忘

れてしまっていました．今日，実際に見て勉強でき

ました．実際に見て勉強するほうが，教科書に書い

ている内容も頭に入りやすいのかなと思いました．

　実際に鬼ごっこをしてみることで，少しずつイ

メージが膨らみ，保育者の援助しなければならない

ことが見えてきた．

　教室内での鬼ごっこなどはじめは乗り気ではな

かったのに，あとからだんだん楽しんでいる自分が

いることに気が付き，楽しくなった．

　子どもの気持ちになって実際に遊んでみることで，

教師の援助が思いつきやすいと感じました．

　保育者も一緒に楽しむことで，子どもたちが盛り

上がるきっかけになると感じました．

　授業で遊びを取り入れることは実践的であり，今

学ぼうとしている保育の要素がたくさん詰まってい

て，すっと授業の内容が頭に入ってきた．

　教科書ばかり見る授業だと思っていたが，手遊び

や絵本を見ながら保育との関連を勉強でき，飽きる

ことのない楽しい授業だった．

　保育の基本をペープサートを使って覚えたが，み

んなで繰り返し言う事は，とても楽しかった．

66



　③　理解が難しかったところ

　④　質問や感想など

①の回答について

　・ 概ね授業に対しての充実感が得られているだろう

とする５点・４点は，34 名いた．

　・中間の３点は，18 名である．

　・課題となる２点と記述した学生は，１名である．

　この２点と回答した学生は，理解力について問題が

あった．感想の中に「手遊びや先生の経験談を聞くの

は楽しかったが，内容を考えると他の授業と内容が似

ていて混乱パニックです．」と記述している．

②の回答について

　以下のような回答が多い．

　やはり学生にとっては，保育現場を知ることへの関

心が高く，授業の中に取り入れることが，理解を深め

ることに有効だと言える．

③の回答について

　授業に主体的に取り組ませることの裏返しとなるが，

興味・関心のないものは難しいと捉えている．さらに

保育現場の経験が少ないため，直接保育に関連する指

導案などは難しいと答えている．この内容については，

教育・保育課程論の授業では習得は無理である．

④の回答について

　４の実践の振り返りのところで述べたような学生の

感想が多く見られる．実習を目の前にした学生にとっ

ては，総論という授業であっても，実践的なものに対

しての関心が高いことが分かった．

　以上の振り返りからでも，理論を理解するためには

体験的学習に基づくことが大切であることに気付く．

特に，“遊び”を知らない学生が多いという実態を踏

まえて，時間はかかるが学生の興味・関心のある内容

から，まずは主体的に取り組もうとする気持ちを引き

出すような工夫を行い，さらに積み重ねていくことが

必要だろう．また，保育現場や他教科（保育内容）・

他教員との連携を行っていくこと，そのためには十分

な準備が不可欠であることを痛感する．

6．おわりに

　学生が主体的に学習するためには，伝統的な情報伝

授スタイルの講義には限界がある．多様な学生のニー

ズに応えるためにはどうするか．それが能動的な学習

方法の工夫だと思うのだが，ある程度一人一人の課題

に対する理解力と表現力が育っていなければ深まりの

ある学習にはならない．この授業でもグループワーク

を行ったり，質問を全体で共有したりした．その際，

学生は「一人では気付かなかった．友達の意見が参考

になった．」と記述するものは多かった．しかし自分

の考えをいかに他者に分かりやすく表現するか，その

大切さに気付くものは少なかった．これは，今後の課

題である．

　さらに学生の振り返りは，筆者の授業に対する評価

でもある．筆者，自分自身の資質向上の機会だと捉え，

学生とともに授業づくりをすることで，より一層分か

りやすく主体的に学生が学ぼうとする授業への改善を

行っていきたい．

　齋藤は『新しい学力』（2016）の中で，「学問する上

でそれぞれの学問を学び，その学問を心から素晴らし

いと思ったのでなければ，学習者の意欲に火をつける

ことは難しい．学問ははじめから面白いとは限らず，

地道でつまらないとも思える勉強を経て，学問が分か

るようになり，そして自在に応用できるようになって

はじめてそのすごさ，面白さが分かってくるものであ

る．教師は，その面白さがわかるようにするために，

粘り強く自らが情熱をもって教えなければならない．」

pp.164-165１）と記述している．

　保育の道に入ったばかりの学生にとっては，教育・

保育課程というものは，とらえどころのないものであ

教育・保育課程論の授業方法を考える

－学生の振り返りをもとに－

　先生が経験談と照らし合わせて，内容一つ一つの

説明をしてくれたことで理解しやすくなった．

　遊びについての話だけではなく，実際にやってみ

たりしたことで分かりやすかった．

　保育現場での現状を話してくれたことは，リアル

でイメージしやすかった．

　実際に演出してくれた（手遊び，絵本，あやとり，

紙芝居などの遊び）ことで保育内容についての興味

が高まった．

　自分が関わっていない幼児教育の歴史

　指導計画や指導案の書き方

　保育内容が幅広すぎる
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り，授業の取り組みにも壁を感じることがあったかも

しれない．幸いなことに，現場経験のある筆者が語る

内容（保育現場の苦労や喜びなど）には，目をきらき

ら輝かせて授業に参加してくれ，最終的には保育者に

なることへの夢や実習に対しての意気込みを語ってく

れた．

　教師が自分の思いを語り，授業をしていく事で，教

育・保育課程論の目標は達成できるのではないだろう

か．教師の情熱こそが学生の主体性を呼び覚まし，こ

れからの多文化保育に携わる保育者を育てることにな

ると確信している．
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